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ごあいさつ

ちょうど2年半前、東日本大震災と福島原発事故が起こり、私達の生活は一変してしまいました。以来、

不安の中での手探りの生活が続いております。

未来を描けない現実を思うと、いっそ思考回路を遮断してしまいたくもなります。しかしできるはずも

なく、たとえできたとしてもこの現実は変わらないことを知っています。そして結局は、現実をしっかり

見すえて生きることでしか解決の方法がないことを自覚するのです。

今回の出来事でつくづく思うことがあります。

それは、生命のちっぽけさ、それと同時にその尊さ |

生命が、この広大な宇宙の中で細々と息づいていることの不思議。大自然の脅威 l

人間の遠く及ばないところで自然は、自然の法則に従って動き生きている。人間含め生命体達は、その

大自然が生きるエネルギーの一滴の余り物にすぎないのだ、ということ。

すべては自然の成せるままに身体をゆだね、その偶然あるいは必然の営みによってポツンと浮かんだ生

命の時間に、ただただ感謝することでしかその意志を発揮できないのだ、ということ。

偉大な先人の言葉を今私はかみしめるのです。

“明日は無い、と思って生きよ。永遠が有る、と思つて学べ"と いう言葉を…。
今回福島の想いをかみしめ心を込めて演奏致しまう。

2013.夏 菅野優子

お問い合せ・チケット予約 ルーテル市ヶ谷センター

菅里予  0246(34)6058
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お茶の水 東京 >

都営地下鉄新宿線〈Al番出口〉
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FAX専用チケット申込書

～福島の想いを伝えたい～

Sopranoと Ranoのタベ菅野優子 &添田哲平
一  般 (2,500「〕)       枚

お 名 前 様

ご 住 所 〒

電 話 番 号      (   )

FAX番 号       (    )

FAX:0246(34)6058
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